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新
潟
県
美
容
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
第
29
回
通
常
総
代
会
及
び
組
合
創
立
55
周
年
記
念
式
典
が
、
左
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

年
一
度
の
総
代
員
が
一
同
に
会
し
て
の
総
代
会
で
す
。
当
日
は
併
せ
て
記
念
式
典
と
、
県
知
事
表
彰
、
全
美
連
理
事
長
表
彰
、
県
理
事
長

表
彰
、
功
寿
賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
す
。
関
係
者
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
・
総
代
会
の
議
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
催
日
時
　
平
成
24
年
5
月
14
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜
　
通
常
総
会

　
午
前
11
時
〜
　
通
常
総
代
会

　
午
後
3
時
〜
　
55
周
年
記
念
式
典

　
午
後
4
時
〜
　
記
念
祝
賀
会
（
懇
親
会
）

・
会
　
　
場
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

・
総
会
議
題

　
第
1
号
議
案
　
総
代
選
任
の
件

・
総
代
会
議
題

第
1
号
議
案
　
平
成
23
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認

に
関
す
る
件

第
2
号
議
案
　
平
成
24
年
度
賦
課
金
額
及
び
徴
収
方
法
の
承
認

に
関
す
る
件

第
3
号
議
案
　
平
成
24
年
度
加
入
手
数
料
額
に
関
す
る
件

第
4
号
議
案
　
平
成
24
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算（
案
）

承
認
に
関
す
る
件

第
5
号
議
案
　
借
入
金
最
高
限
度
額
承
認
に
関
す
る
件

第
6
号
議
案
　
役
員
選
任
に
関
す
る
件

第
7
号
議
案
　
役
員
給
与
承
認
に
関
す
る
件

第
8
号
議
案
　
そ
の
他

　先日、ある親戚が「第 4回ものづくり日本大賞」の経済産業大臣賞を受賞した関
係で、東京上野公園の国立科学博物館の「ものづくり展」を見学してきました。受
賞したのは、愛知県一宮市で染色業を営んでいる茶久染色株式会社とクラレ、北海
道大学等が協同開発した「染色技術を応用してカーボンナノチューブをコーティン
グした新しい繊維の開発」だそうです。平たく言うと電気を通す繊維を開発したと
いう事です。今冬その繊維を使って、北海道大学の正門から入った通路で融雪の実
験が行われたり、車内の暖房の為に座席シートの繊維自体を発熱させること等、寒
冷地の除雪や生活の為の商品の実用にまで漕ぎ着けたのだそうです。様々な方面か
らの問い合わせで、今後多くの分野での応用や実用化に向けての商品開発に、期待
と希望が膨れ上がっている状況だそうです。同時に、沢山の他新開発製品が展示さ
れていたのを見学した時に、昨今の“日本のものづくり”の置かれている厳しい状
況とは違う、将来性の明るさや力強さを実感してきました。そのどれもが身近な生
活に役立つ品物で、特に地元三条市からの受賞で、ヤマサから発売された「鮮度の
一滴」という醤油の鮮度を保つ容器の開発をした悠心株式会社には、驚きと同時に
誇らしさも感じました。
　たしかに、ここ暫らくずっと日本経済の状況も厳しく、コスト競争の影響で製造
業の海外流出は止まらず、利益圧迫の中で大変激しい競争が続いています。しかし
そんな中でも、地方の中小企業が知恵を絞り出し付加価値を生み出す努力を続けて
いる現実を知りました。どんな状況下に置かれていようとも、我々には、まだまだ
考える事や努力する事の余地は残されているよと実証している、そんなイベントの
中で、もっともっと私たちは頑張れるよとでも言われている様な気がしました。

■ ニッポンの底力

株式会社  野田 三条　0256-32-0974
新潟　025-286-8455

▼
私
に
は
小
学
六
年
生
に

な
る
娘
が
一
人
い
ま
す
。

五
年
間
に
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
を
二
期
、
市
Ｐ

連
の
広
報
委
員
を
一
期
務

め
ま
し
た
。
最
初
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
副
会
長
の
話
が
来
た
の

は
娘
が
二
年
生
に
な
る
年
で
、
学
校

の
こ
と
が
ま
だ
よ
く
分
か
ら
な
い
と

き
で
し
た
。
ど
う
し
て
も
断
る
こ
と

が
で
き
ず
、
渋
々
引
き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

▼
年
度
が
変
わ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
さ

ん
・
他
の
役
員
さ
ん
・
学
校
の
先
生

方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
学
校
の
様

子
が
非
常
に
よ
く
分
か
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
子
供
を
通

し
て
学
校
の
様
子
を
見
て
い
ま
し
た

が
、
自
分
が
役
員
に
な
る
と
別
の
視

点
か
ら
自
分
の
目
で
学
校
の
様
子
が

見
え
て
く
る
の
で
す
。
子
供
達
全
体

の
様
子
、
先
生
方
の
熱
心
さ
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
役
割
な
ど･･･

。
一
般
的
に
は

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
遠
慮
さ
れ
や
す
い
役

で
す
が
、
携
わ
っ
て
み
る
と
い
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
役
で
し
た
。

▼
美
容
組
合
活
動
も
似
た
所
が
あ
る

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
普
段
の
営
業

の
他
に
、
組
合
の
活
動
が
あ
る
と
結

構
大
変
で
す
。
し
か
し
こ
れ
も
自
分

次
第
で
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
の
時
代
美
容
業
界
の
情
報

は
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
さ
ん
・
雑
誌
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
い
く
ら
で
も
豊
富

に
あ
り
ま
す
が
、
生
の
美
容
師
さ
ん

と
の
接
点
は
、
自
分
の
知
り
合
い
や

友
達
等
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
美
容
組
合
の
活
動
に
携
わ
っ
た
り

参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
の
美

容
師
さ
ん
と
の
接
点
が
増
え
ま
す
。

そ
こ
か
ら
今
ま
で
見
え
な
か
っ
た
も

の
が
見
え
た
り
、
気
付
き
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
美
容
組

合
活
動
も
一
般
的
に
は
遠
慮
さ
れ
や

す
い
も
の
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
見
え

て
く
る
も
の
・
気
付
か
さ
れ
る
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
今
は
ど

ち
ら
も
私
の
財
産
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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開
催

第
36
回
通
常
総
会
・
第
29
回
通
常
総
代
会

組
合
創
立
55
周
年
記
念
式
典

開
催
日
時　

平
成
24
年
3
月
19
日
㈪

　
　
　
　
　

午
後
1
時

開
催
場
所　

理
美
容
会
館

出
席
理
事
候
補
者　

25
名

　
（�

山
田
康
雄
、
佐
藤
陽
子
、
西
野　

稔
、

臼
田
多
恵
子
、品
田
章
雄
、若
井　

優
、

知
桐
政
明
、
星
ミ
ヨ
シ
、
丸
山
邦
夫
、

桜
井
誠
司
、
寺
本
和
子
、
佐
藤
和
恵
、

五
十
嵐
厚
子
、外
山
夏
江
、三
国
克
明
、

長
尾
紀
次
、
池　

寅
善
、
近　

寅
夫
、

阿
尻
章
一
、田
村
弥
仟
子
、中
林
淳
子
、

青
木
美
奈
子
、竹
内
聖
二
、佐
藤
敦
哉
、

丸
山
則
夫
）

司
　
　
会　

長
尾　

紀
次

自
己
紹
介

　

配
布
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
各
地
区
か
ら

の
常
任
理
事
候
補
者
は
、
以
下
の
通
り
。

（
新
潟
地
区
）丸
山　

則
夫
、
竹
内　

聖
二

（
下
越
地
区
）長
尾　

紀
次
、
三
国　

克
明

（
中
越
地
区
）桜
井　

誠
司
、
丸
山　

邦
夫

（
上
越
地
区
）佐
藤　

陽
子
、
山
田　

康
雄

　

続
い
て
司
会
の
長
尾
副
理
事
長
よ
り
、

被
選
挙
権
の
あ
る
常
任
理
事
候
補
者
の
中

か
ら
理
事
長
候
補
者
と
し
て
立
候
補
の
届

出
が
あ
っ
た
1
名
の
名
前
が
以
下
の
通
り

発
表
さ
れ
た
。

　

立
候
補
者　

…　

竹
内　

聖
二

　

次
期
理
事
長
立
候
補
者
は
1
名
で
あ
る

の
で
、
承
認
を
求
め
、
満
場
一
致
で
竹
内

聖
二
氏
に
決
定
。

　

こ
れ
を
受
け
竹
内
聖
二
氏
よ
り
、
感
謝

の
言
葉
と
、「
少
子
高
齢
化
に
よ
り
美
容

室
経
営
も
困
難
な
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
る

が
、
美
容
組
合
が
何
も
せ
ず
弱
体
化
し
て

い
く
姿
を
見
る
の
は
忍
び
な
い
。
若
輩
者

で
は
あ
る
が
、
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
立
候
補
さ
せ
て
頂
い
た
。
今
年

は
組
合
創
立
55
周
年
と
な
る
が
、
諸
先
輩

方
が
汗
を
流
し
築
い
て
来
ら
れ
た
良
き
も

の
を
大
事
に
し
な
が
ら
も
、
慣
例
や
慣
習

に
縛
ら
れ
ず
、
強
い
気
持
ち
で
改
革
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
来
て
い

る
と
思
う
。
今
が
良
け
れ
ば
と
い
う
組

合
運
営
で
は
な
く
、
私
達
の
子
弟
が
将

来
、
安
心
し
て
美
容
の
業
に
取
り
組
ん
で

い
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
改
革

が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
時
に
組
合
員
の

皆
様
に
痛
み
を
強
い
る
こ
と
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
を
評
価
さ
れ
る
こ
と

を
信
じ
、
強
い
気
持
ち
で
進
め
て
い
き
た

い
。
そ
れ
が
役
目
だ
と
思
っ
て
い
る
。
組

織
率
の
低
下
が
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
脱

退
防
止
策
を
講
じ
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
組

合
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。
組
合
未

加
入
店
と
の
差
別
化
と
の
観
点
か
ら
も
、

今
後
は
消
費
者
の
方
を
向
い
た
活
動
を
心

掛
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
先
程
ご
承
認
頂
い
た
こ
と
に
よ

り
こ
れ
か
ら
組
合
の
常
任
理
事
の
先
生
方

の
担
当
部
署
の
人
事
に
着
手
し
て
い
く

が
、
皆
様
か
ら
も
ご
快
諾
頂
き
た
い
。
組

合
に
入
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て
頂

け
る
、
5
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え
た
組

合
活
動
を
行
っ
て
い
こ
う
と
思
う
。
ご
指

導
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
努
力
し
て
い

く
の
で
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」以
上
、

抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

引
き
続
い
て
、
各
地
区
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク

長
4
名
の
発
表
が
さ
れ
た
。

（
新
潟
地
区
）
阿
尻　

章
一

（
上
越
地
区
）
臼
田
多
恵
子

（
中
越
地
区
）
外
山　

夏
江

（
下
越
地
区
）
池　
　

寅
善

　

以
上
で
終
了
。
午
後
2
時

新
理
事
候
補
者
会
議



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第683号平成 24 年 4 月 20 日 （2）

ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
養
成
研
修
に
参
加
し
て

　

ま
た
、
今
年
も
当
日
は
大
荒
れ
の

暴
風
雪
で
、
信
越
線
も
一
部
運
休
す
る

中
、
バ
ス
で
来
ら
れ
た
先
生
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
で
す
。
お
陰
様
で
、
100

名
近
い
出
席
者
で
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

ヘ
ア
の
部
の
若
林
大
輝
先
生
は
ア
イ
ロ

ン
を
使
い
な
が
ら
の
ド
ラ
イ
カ
ッ
ト
が

主
流
で
雑
談
を
ま
じ
え
な
が
ら
の
丁
寧

な
仕
事
ぶ
り
に
目
を
見
張
り
ま
し
た
。

　

着
付
と
帯
結
び
は
、
高
橋
先
生
と
谷

先
生
が
慣
れ
た
手
つ
き
で
分
か
り
や
す

く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ー
ド
と
テ
ン
ポ
カ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
速

さ
正
確
さ
、
即
サ
ロ
ン
営
業
に
役
立
つ

ス
テ
ー
ジ
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

第
二
部
で
は
、
林
真
理
子
先
生
の
新

作
帯
結
び
技
術
実
習
で
は
、
三
月
五
日

の
成
人
式
を
前
に
し
た
組
合
員
の
先
生

方
も
お
ら
れ
、
事
細
か
く
、
説
明
さ
れ
て

【
上
越
地
区
】

　

3
月
12
日
ホ
テ
ル
ハ
イ
マ
ー
ト
で
上

越
地
区
の
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド

発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
昨
年
も
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
、
長
野
県
境
地
震
で
断
水
に
な
っ

た
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
中
越
地
区
】

　

三
月
十
二
日
ハ
イ
ブ
長
岡
に
お
い

て
、
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
毎

年
楽
し
み
に
ご
参
加
頂
い
て
い
る
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
部
で
は
、
カ
ッ
ト
ま
と
め
髪
の

実
技
と
展
示
、
今
回
世
界
大
会
で
金
メ

ダ
ル
を
頂
い
た
秋
山
幸
子
先
生
を
お
呼

び
致
し
ま
し
て
、
ま
と
め
髪
で
は
ス
ピ

　

4
月
7
日
に
行
わ
れ
る
上
越
市
の
成

人
式
に
は
、
ぜ
ひ
習
得
さ
れ
、
ご
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

早
朝
よ
り
お
手
伝
い
し
て
い
た
だ
い

た
先
生
方
に
は
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

東
頸
城
支
部　

Ｍ
・
Ｎ

お
り
、
大
変
丁
寧
に
教
え
て
頂
き
ま
し

た
。
ご
参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
が
、
真
剣
に

見
た
ス
テ
ー
ジ
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に
過

ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
い
た
皆

様
に
は
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�

三
条
支
部　

Ｙ
・
Ｋ

　

こ
の
度
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
の
研

修
を
受
け
、
手
足
に
重
し
を
付
け
た

高
齢
者
の
疑
似
体
験
や
、
車
椅
子
の

体
験
で
、
常
日
頃
若
者
が
気
に
な
ら

な
い
段
差
や
、
当
た
り
前
に
出
来
る

歩
行
が
い
か
に
不
自
由
な
事
か
と
言

う
事
を
知
り
ま
し
た
。
又
高
齢
者
・

障
害
者
に
対
す
る
介
助
の
方
法
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
事
、
接
客
も
技

術
だ
け
で
な
く
心
が
伴
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
事
、
訪
問
美
容
の
際
の
注

意
点
、
又
正
し
く
理
解
し
対
応
す
る

基
本
的
な
心
構
え
等
々
、
講
義
を
し

て
下
さ
っ
た
先
生
方
の
お
話
も
、
と

て
も
解
り
易
く
今
日
か
ら
す
ぐ
役
立

つ
事
ば
か
り
で
し
た
。

　

特
に
私
が
思
っ
た
事
は
、
高
齢
者

の
日
常
の
不
自
由
さ
に
対
す
る
介
助

で
す
。
わ
ず
か
な
段
差
で
も
転
ん
で

し
ま
う
で
あ
ろ
う
危
険
を
肌
で
学
び

自
分
の
店
舗
で
も
極
力
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
し
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
接
客
の
時
だ
け
で

な
く
、
常
日
頃
か
ら
気
を
く
ば
れ
る

様
に
努
め
た
い
で
す
。

�

十
日
町
支
部　

大
渕　
　

力

　

21
世
紀
、
日
本
は
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
の
お
客
様
も

増
え
、
接
客
や
訪
問
美
容
に
役
立
つ

と
思
い
、
ハ
ー
ト
フ
ル
美
容
師
養
成

研
修
を
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
疑
似
体
験
で
は
拘
束
具
を

装
着
し
て
み
て
、
ほ
ん
の
少
し
の
段

差
で
も
不
安
や
不
便
を
感
じ
る
こ
と

を
体
感
し
ま
し
た
。

　

訪
問
美
容
先
で
の
施
術
や
配
慮
点

な
ど
、
具
体
的
な
対
応
方
法
や
介
助

方
法
に
つ
い
て
も
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の
対
応

は
出
来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

実
際
に
研
修
で
体
験
し
て
み
る
と
ま

だ
ま
だ
注
意
が
行
き
届
か
な
い
点
が

多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

声
の
か
け
方
や
お
手
伝
い
の
仕
方

な
ど
、
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
仕
事
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

直
江
津
支
部　

平
野　

恵
美

各
地
区
ト
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
ズ
モ
ー
ド
発
表
会



組
合
本
部
事
務
所
へ
の
各
共
済
に
関
す
る
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

（昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第683号美　容　に　い　が　た平成 24 年 4 月 20 日（3）

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 火災見舞金 0 0
2. 災害見舞金 0 0
3. 死亡弔慰金 1 100,000
4. 配偶者死亡弔慰金 0 0
5. 傷病見舞金（7日以上入院） 4 80,000
6. 慰労金 0 0
7. 退職慰労金 1 50,000

計 6 230,000

●共済会　給付金
　　（請求期限：事由発生から 6 ヶ月以内）

※総合福祉共済の特別給付金の支払い迄には、
1ヶ月〜1ヶ月半かかります。ご了承ください。

給付項目 件数 給付金額（円）
1. 配偶者死亡弔慰金 0 0
2. 子供死亡弔慰金 0 0
3. 入院療養見舞金 6 150,000
4. 長寿祝金 0 0
5. 結婚祝金 1 40,000
6. 第 1 子誕生祝金 0 0
7. 子供誕生祝金 0 0
8. 銀婚祝金 0 0
9. 金婚祝金 0 0
10. 古希祝金 3 30,000
11. 還暦祝金 1 10,000
12. 人間ドック補助金 18 180,000

計 29 410,000

平成23年度　各種給付状況（ 3月）

●全美連総合福祉共済　特別給付金
　　（請求期限：事由発生から 1 年以内）

美容室での事故をなくしましょう！

�ヘアカラー施術により被害者の皮膚がかぶれ高額賠償請求となり、か
つ弁護士対応となった。
�

▲

治療費、慰謝料等　1,157,940円

�洗髪剤による、広範囲の脱毛、かぶれの発症。事故後、約半年で髪は
生えてきたが心身症も患い、高額の賠償請求となった。　
�

▲
治療費、慰謝料等   5,172,018円

�ヘアカラー液およびパーマ液によ
る皮膚炎・かぶれ等

　（対人事故  件数の50％）

�ヘアカラー液およびパーマ液によ
る衣服汚損

　（対物事故  件数の70％）

�預り品の紛失・盗難
　（対物事故   賠償金額の7％）

�顧客の財物破損（メガネ含む）
　（対物事故   賠償金額の13％）

�施設の管理不備・欠陥等による傷
害（対人事故 賠償金額の25％）

美容所賠償責任補償制度　事故例と事故防止対策
近年、一般消費者の損害賠償の意識も高まり、賠償額も年々高くなっています。事故はお客様にご
迷惑をおかけするだけでなく、お店の信用にも関わります。多くの事故はもう少し気をつけていれ
ば防げた可能性があると思われます。また、この制度の対象とならず、お店で賠償しなければなら
ないこともあります。今一度気をつけるよう心がけましょう。

薬液等による対人事故は、
思わぬ高額賠償請求になる
場合があります。

お問い合わせが多い事故です。パーマ（特にストレートパーマ）やヘア
カラーの施術の際は、事前にお客様の髪の状態をよく確認しましょう。
※仕上がり不良の場合は美賠責制度の対象外です。

多発事故 多発事故多発事故パターン1 パターン3パターン2

対　策

対　策

対　策

ヘアカラーに次いで多いのが、パー
マによる皮膚炎・かぶれ等と衣服
の汚損です。カラー、パーマ施術
の際は、首周りにしっかりとタオル
やラップ等を巻くようにしましょう。
濡れたタオ
ルはその都
度取り替え
るようにし
ましょう。

お客様の物をお預りした以上は、
店が責任を持って適切に保管する
義務があります。
紛失した場合だけでなく、お預りし
た物を壊したり傷つけた場合も賠
償責任が生じます。預り品は番号札
で管理するなどの工夫をして保管す
ることが大切です。

床に散った髪の毛は大変滑りやす
いものです。お客様だけでなく、
従業員も足を滑らせ手元が狂ったり
して、お客様にご迷惑をかけること
も考えられます。
カットした髪の毛はすぐに取り除い
ておきましょう。

過去5年間の多発事故と防止対策

実際に起きた高額賠償事故例

断毛・脱毛
の事故
について

� ★
万が一事故が起こったら、
すぐに支部、組合に
報告してください。

★

　

4
月
15
日
㈰
晴
天
に
見
舞
わ
れ
清
々

し
い
日
お
い
ら
ん
に
関
わ
っ
て
お
ら
れ

る
先
生
方
か
ら
誘
わ
れ
、『
体
験
お
い

ら
ん
』
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
鈴
木
美
佐
枝
先
生
か
ら
お
い

ら
ん
独
特
の
化
粧
を
し
て
い
た
だ
き
別

人
の
顔
へ
。
そ
れ
か
ら
普
段
見
た
こ
と

も
無
い
素
晴
ら
し
い
か
つ
ら
の
数
々
、

か
つ
ら
の
世
界
で
は
有
名
な
大
沼
勇
先

生
自
ら
か
つ
ら
を
被
せ
て
い
た
だ
き
着

付
け
へ
。
先
生
方
の
年
々
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
い
う
お
い
ら
ん
の

衣
装
の
素
晴
ら
し
さ
。
短
い
時
間
で
も

着
付
け
で
き
る
工
夫
が
あ
ら
ゆ
る
所
に

あ
り
感
心
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

感
心
し
て
る
間
に
写
真
の
よ
う
に
出

来
上
が
り
。
ど
う
で
し
ょ
う
？
馬
子
に

も
衣
装
と
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
か
ね
？

　

当
日
は
私
達
以
外
に
40
名
が
お
い
ら

ん
に
変
身
。
先
生
方
は
夕
方
ま
で
休
み

無
し
で
奮
闘
し
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　
「
や
っ
て
い
て
楽
し
い
し
勉
強
に
な

る
」
と
着
付
け
担
当
の
鈴
木
富
代
美
先

生
。
地
元
分
水
の
先
生
、
吉
田
洋
子
先

生
、
久
美
先
生
。
新
潟
、
長
岡
、
遠
く

か
ら
大
勢
の
先
生
方
が
お
い
ら
ん
を
盛

り
上
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
「
も
っ
と
日
本
文
化
の
か
つ
ら
、
着

物
、着
付
け
に
感
心
を
も
っ
て
欲
し
い
」

と
の
事
。

　

皆
さ
ん
も
来
年
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
き
っ
と
違
う
自
分
に
な
れ
る
は

ず
…

�

西
蒲
原
支
部　

中
林　

淳
子

体
験
お
い
ら
ん
に
　

　
　
　
　
参
加
し
て



美　容　に　い　が　た （昭和43年 7 月 2 日第三種郵便物認可）　第683号平成 24 年 4 月 20 日 （4）

償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C 特別利率F 償 還 期 限 基準利率 特別利率A 特別利率C

5年以内
2.50 2.10 1.60

1.85

12年超 13年以内 3.10 2.70 2.20

5年超　6年以内 13年超 14年以内 3.20 2.80 2.30

6年超　7年以内 2.60 2.20 1.70 14年超 15年以内
3.30 2.90 2.40

7年超　8年以内 2.70 2.30 1.80 15年超 16年以内

8年超　9年以内 2.80 2.40 1.90 16年超 17年以内
3.40 3.00 2.50

9年超  10年以内 2.90 2.50 2.00 17年超 18年以内

10年超 11年以内
3.00 2.60 2.10

18年超 19年以内
3.50 3.10 2.60

11年超 12年以内 19年超 20年以内

区 分 適用施設設備等

基 準 利 率 設備資金（非組合員に適用）運転資金（返済期間：7 年以内）

特別利率A 振興事業運転資金（標準営業約款登録営業者） 特別利率C 振興事業設備資金（組合員に適用）

特別利率F
生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付（無担保・無保証融資）
設備資金（返済期間：10年以内　据置期間：２年以内）
運転資金（返済期間：７年以内　据置期間：１年以内）

生活衛生資金貸付利率一覧表 （適用日：平成24年 4 月11日、年利：％）

一定の会計書類を備え、「振興事業に係る事業計画書」を策定し、組合の確認を受けた場合、利率が引下ります。
　ア．設備資金：特別利率Ｃ→特別利率Ｃ− 0.15％　　イ．運転資金：基準利率→基準利率　− 0.15％

「一定の会計書類」とは…（1）原則、税務署の収受印のある「青色申告書」
（2）白色申告者の場合は「白色申告書」　（3）決算実績がない営業者又は開業予定者は「創業計画書」

 5月 7日㈪	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場
　　14日㈪	 第36回通常総会・第29回通常総代会	 ホテルニューオータニ長岡
	 組合創立55周年記念式典	
　　21日㈪	 第 2 回常任理事会	 組合会議室
	 着付師社内検定学科事前講習会	 理美容会館
	 レベルアップセミナー（国家試験対策）	 長岡会場
　　28日㈪	 レベルアップセミナー（着付初級・中級）	 新潟・長岡会場

保全別金利の導入により、担保の有無、保証人の有無により適用される金利
が異なります。（本表は保証人を希望される場合）

１．担保の提供を希望→担保価値等によって金利が異なる
　　※例：特利Ｃ（５年以内）の場合0.65％〜1.65％
２．保証人の提供を希望→本表の利率
３．第三者保証人等を不要とする融資を希望
　→本表の利率＋0.3％（融資期間：10年以内）
４．�新創業融資制度（無担保・無保証人）を希望（税務申告を２期終えてい
ない方）

　→本表の利率＋1.3％（融資期間：10年以内）
５．生活衛生改善貸付を利用→特利Ｆ

保全別金利の導入が始まりました

組
合
だ
よ
り

平成24年度　管理美容師資格認定講習会（予定）
講習日程／平成24年 9 月24日㈪・10月 1 日㈪・10月 2 日㈫
開 催 地／長岡市内　　　組合受付／ 5 月〜 6 月中
上記はあくまでも予定です。詳細が決定次第支部へご案内致します。申し込みは各支部へお願いします。

【設備資金貸付利率特例制度】が１年間延長されました。
　設備資金貸付の金利について、当初２年間0.5％低減されます。


